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収入 

支出 

特別会計予算 特別会計予算 特別会計予算 （　）内は前年度比 

目
的
別
 

性
質
別
 

自主財源（48.5％） 

義務的経費（48.7％） 投資的経費（17.4％） その他経費（33.8％） 

依存財源（51.5％） 

MEMO MEMO

《収入》  
○給　与…………………………………33万4,420円 

（1万2,490円減） 
　うち基本給……………………………20万2,060円 
（市税などの自主財源）　　　 　（1万5,260円増） 
　諸手当…………………………………13万2,360円 
（地方交付税、国県支出金など）　（2万7,750円減） 
 
○金融機関からの借入 …………………5万1,450円 
（市債）　　　　　　　　　　　　　（730円減） 
 
　　　　　小　計　　　  　　　　　 38万5,870円 

（1万3,220円減） 
○貯金の取り崩し…………………………3万  800円 
（基金繰入金）　　　　　　　　　　（3,370円増） 
 
　　　　　合　計　　　　　　　　　41万6,670円 

（9,850円減） 
 
※（　）内は、19年度と比較した増減額です。 
19年度のこうし家の年収は511万８千円でした。 

《支出》  
○食　費…………………………………7万6,480円 
（人件費）　　　　　　　　　　　　（1,050円減） 
 
○光熱水費、通信費など…………………4万  180円 
（物件費）　　　　　　　　　　　  （4,020円減） 
 
○医療費……………………………………8万  710円 
（扶助費）　　　　　　　　　   　　（3,140円増） 
 
○ローンの返済……………………………4万5,650円 
（公債費）　　　　　　　　　　　　 （9,680円減） 
 
○家、車、家電の修理、買換え…………7万5,090円 
（維持補修費、普通建設事業費）　  （4,270円増） 
 
○家族への仕送り…………………………9万7,360円 
（繰出金、補助費等）　　　　　　　（2,870円減） 
 
○その他の諸費………………………………1,200円 
（積立金・貸付金）　　　　　　　　　（360円増） 
 
　　　　　　合　計　　　　　　 　　41万6,670円 

（9,850円減） 

　１カ月の収入は41万6千670円。  
　そのうち、給与の基本給の多くが市民の皆さん
が市に納めた税金「市税」です。諸手当のうち「地
方交付税」は、国民が、どの市や町に暮らしてい
ても、標準的な行政サービスを受けられるよう格
差を解消するため国から交付されるもので、所得
税や消費税などから全国の地方自治体に配分され
ています。  
　基本給（税金収入）は増えたのですが、諸手当（交
付税など）が減り、給与はマイナスとなってしま
いました。 

　支出のうち、食費（人件費）や光熱水費（物件費）
を節約していますが、家族の医療費（福祉に必要と
する扶助費）が増えています。これらの支出とロー
ンの返済（公債費）は、支出を減らすことが難しい
費用で「義務的経費」と呼ばれています。一般家庭
のエンゲル係数（家計における食費の占める割合）
が高いことと似ていて、余裕があまりないことを
示しています。市の義務的経費の割合は、48.7％
で熊本県下14市中、低い方から3番目となってい
ます。 
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新
た
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一
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問い合わせ先 

企画財政課 
財政班 

 （合志庁舎） 
�248－1813

　一般会計予算の総額は153億１千万
円で、前年度と比べ、3億6千2百万円、
2.3％抑えた予算としました。 
　市民一人あたりに換算すると28万
3,272円になります。 
（人口は平成20年3月末現在） 

　
予
算
編
成
は
、
次
の
政
策
実

現
に
向
け
て
行
な
い
ま
し
た
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農
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興
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商
工
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興
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健
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「
子
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を
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守
り
、
育
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地
域
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く
り
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予
算
の
う
ち
、
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民
生
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と
か

か
わ
り
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一
般
会
計
に
つ
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て
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家
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に
置
き
換
え
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み
ま

し
ょ
う
。
 
 

　
家
計
と
市
の
財
政
は
、
お
金
の

使
い
道
も
規
模
も
違
う
の
で
単
純

に
は
比
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
市
の

一
般
会
計
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1
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1
千

万
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こ
う
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換
え
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。
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融
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築
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換
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造
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そ
れ
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す
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ラ
ン
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。
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５
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減
っ
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は
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前
年
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高
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利
の
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の
一
括
返
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を
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定
し

て
い
た
た
め
で
す
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●
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１
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８
０
０
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２
８
９
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ま
だ
、
貯
金
が
減
っ
て
、
ロ
ー

ン
が
増
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
中
長
期
財
政
計
画
の
目
標

で
は
、
平
成
22
年
度
に
は
実
質
的

な
財
源
不
足
を
解
消
し
、
平
成
27

年
度
ま
で
に
財
政
調
整
基
金
積
立

金
（
貯
金
）
を
合
併
時
の
水
準
に
戻

す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
事

業
の
あ
り
方
や
内
容
に
つ
い
て
可

能
な
限
り
見
直
し
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
債
残
高
を
着
実
に
減

ら
し
、
将
来
に
向
け
た
財
政
健
全

化
の
歩
み
を
確
実
な
も
の
と
し
て

い
き
ま
す
。
 

市税  
53億9,266万円 
(4億43万円増)

議会費 
1億5,405万円 
(2,120万円減)

人件費 
28億1,033万円 
(3,852万円減)

扶助費 
29億6,564万円 
(1億1,527万円増)

普通建設事業費 
26億6,091万円 
(1億6,682万円増)

公債費 
16億7,751万円 
(3億5,538万円減)

補助費等 
20億1,381万円 
(1億2,312万円増)

操出金 
15億6,335万円 
(2億2,855万円減)

物件費 
14億7,630万円 
(1億4,762万円減)

維持補修費 
9,816万円(972万円減)

その他 
2,399万円(1,260万円増)

総務費 
15億9,209万円 
(4億2,517万円減)

衛生費 
11億6,099万円 
(925万円増)

農林水産業費 
3億7,308万円 
(1億5,955万円減)

商工費 
9,628万円 
(2,418万円減)

消防費 
5億4,820万円 
(611万円増)

公債費 
16億7,751万円 
(3億5,538万円減)

予備費 
2,000万円 
（増減なし） 

予備費（0.1％） 
2,000万円（増減なし） 

教育費 
26億46万円 
(1億3,221万円増)

土木費 
24億4,626万円 
(2億9,221万円増)

民生費 
46億4,109万円 
(1億8,370万円増)

その他  
20億3,181万円 
(1億6,016万円増)

地方交付税  
23億7,700万円 
(8億7,200万円減)

市債  
18億9,050万円 
(2,670万円減)

国庫支出金  
18億7,372万円 
(4,748万円増)

県支出金  
8億6,609万円 
(4,376万円増)

その他  
8億7,822万円 
(１億1,513万円減)

●地方譲与税 
●利子割交付金 
●配当割交付金 
●株式等譲度所得割交付金 
●ゴルフ場利用税交付金 
●自動車取得税交付金 
●国有提供施設等所在 
　市町村助成交付金 
●地方特例交付金 
●交通安全対策特別交付金 

●積立金 
●投資及び出資金、
　貸付金 

●分担金及び負担金 
●使用量及び手数料 
●財産収入 
●寄附金 

●繰入金 
●繰越金 
●諸収入 

こうし家の 
家計簿は 
こうなりました 

※（
　
）内
は
前
年
度
比
 

 4億8,219万円 
(35億7,700万円減） 

老人保健 
特別会計 

 4億3,295万円 
(皆増)

後期高齢者医療 
特別会計 

 26億4,000万円 
(9,042万円増)

介護保険 
特別会計 

 23億3,678万円 
(5億9,811万円増)

下水道 
特別会計 

 8,731万円 
(320万円減)

農業集落排水 
特別会計 

 5,847万円 
（803万円増） 

 12億7,885万円 
（2億7,526万円増） 

工業用 
水道事業会計 水道事業会計 

47億3,135万円 
(1億9,397万円減)

国民健康保険 
特別会計 

※四捨五入により端数
調整をしているため
数値が合わない場合
があります。 
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